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１ 本研究の目的
学校図書館は学校教育の目的を実現するための設備の一つとして1947 (昭和22) 年の学
校教育法施行規則に列挙され､ 1948 (昭和23) 年12月に文部省から出版された､ 『学校図
書館の手引』 に沿って運営された｡ そしてこの 『手引』 の趣旨を日本全国の全ての小学校
から高等学校まで周知徹底させるために翌1949 (昭和24) 年､ 東西２つの会場で伝達講習
会が開催されることになったが､ 西日本会場として奈良県天理市の天理図書館が選ばれた
のに対し､ 東日本では千葉県鴨川町 (現 鴨川市) の県立長狭高等学校 (以下､ 長狭高等
学校と書く) の図書館が会場となった｡
1953 (昭和28) 年に学校図書館法が成立し､ 専門職の配置もされることになったが､ 当
時専門職であるはずの司書教諭の数が不足していたため､ 附則第二項により当分の間､ 置
かれなかった｡ 1997 (平成９) 年６月､ 学校図書館法が一部改正され､ 12学級以上の学校
に2003 (平成15) 年４月から司書教諭が完全配置されることになったが､ 司書教諭が不在
だった50年間の穴埋めをしてきた ｢学校司書｣ を司書教諭に移行したわけではなかった｡
学校図書館法改正で認められた司書教諭講習の内容は実務軽視であり､ 資格を取得し司書
教諭として任命されたところで授業軽減等の配慮はされず､ 図書館にかける時間をとれな
いという問題は残されたままであった｡
今日､ 文部科学省は1990年代以降のゆとり教育が結果的に学力低下につながったものと
の批判にこたえるために新しい学習指導要領では探究型学習を重視しているが､ それは戦
後の学制改革で目指した課題解決型学習と同質のものである｡ 文部科学省が探究型学習の
必要性を認め､ PISA 型読解力を児童生徒につけさせようと動き始めた今こそ学校図書館
の本来のありかたを見直す絶好の機会である｡
今日､ 生徒の主体的な学びを支え生涯学習へとつなぐ学校図書館には､ 図書館資料の組
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織化と資料提供を職務とする専門職としての ｢学校司書｣ が必要であるが､ 千葉県におけ
る県立高等学校では専門職採用がなされていない(１)｡ 筆者はこのような状況の歴史的背景
を考えた際に 『学校図書館の手引』 伝達講習会の会場となった長狭高等学校の図書館活動
に着目した｡ 長狭高等学校は千葉県の高等学校図書館界のリーダーとなる人材を多く輩出
してきた高等学校であり､ 千葉県の高等学校図書館部会の会員校名簿では筆頭に挙げられ
ている｡ 学制改革時に全国的に注目された長狭高等学校には千葉県の高等学校図書館にお
ける様々な活動の原点があるのではないかと考え､ その諸活動の詳細とその波及状況を明
らかにしようとした｡ そうすることによって､ 今日の千葉県の県立高等学校における ｢学
校司書｣ についてもその問題の根源を特定することができ､ 今後のあり方を考える上で重
要な示唆を得られると考えたのである｡ この目的のために長狭高等学校の創立記念誌等の
当時の学校図書館の状況を記した文献を調査した｡ その過程において､ 旧制長狭中学校が
学制改革によって新制長狭高等学校となった時期に､ 同校の生徒で図書クラブの中心的存
在として活躍していた今井靖親の存在を知るところとなったため､ 今井に対して聞き取り
調査を行った｡
２ 長狭高等学校における図書館活動
２.１ 長狭高等学校の概要
長狭高等学校は房総半島の最南端である鴨川市に位置している｡ 1922 (大正11) 年４月､
鴨川町外長狭地方12ケ町村の組合立長狭中学校として発足し､ 1927 (昭和２) 年に鴨川町
立となり､ 翌３年４月､ 県立に移管され､ 1948 (昭和23) 年４月学制改革により､ 県立長
狭高等学校と改称し､ これまで男子校だったのが共学校となった｡ 初年度１学年には男子
生徒155名に対し､ 女子生徒は29名､ ２学年には高等女学校卒業者が２名編入した｡ そし
て翌24年度には男子182名に対し､ 女子55名が入学し､ その後女子生徒の数は増えていっ
た(２)｡
２.２ 図書クラブ
２.２.１ 歴史的背景
1947 (昭和22) 年の 『学習指導要領』 以後の文部省の指針やその根底にあった 『アメリ
カ教育使節団報告書』 の勧告などにより､ 全国の学校で生徒会の組織や自由研究からはじ
まるクラブ活動の組織がつくられたが(３)､ それとは別に文部省は1945 (昭和20) 年９月､
戦前の校友会の流れを汲みつつ､ よりいっそう民主的な生徒の活動であるクラブ活動を奨
励した(４)｡ そこでいうクラブ活動とは､ 社会人の余暇活動あるいは社会文化というものと
つながっているもので､ 文化活動や学生運動を積極的に取り組んだ学生は社会人になって
から優秀な教師になっていることが多いという認識があり､ 海外では課外の文化活動には
十分な単位認定しているものである(５)｡ 中村百合子も ｢1947 (昭和22) 年度から新設され
た 『自由研究』 の時間において校内で生徒が分担して行う活動 (仕事) のひとつとして図
書館の運営がとらえられるようになり､ そののちに生徒が学級の中で図書館のために委員
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を任ぜられるようになった｣ と記している(６)｡
共学校となった長狭高等学校においても生徒会・図書委員会といった特別教育活動が始
まる以前からすでに生徒の自主的な活動である ｢図書クラブ｣ が存在していた｡ このクラ
ブの前身は大正時代から存在していた校友会文芸部である｡ 1925 (大正14) 年５月､ 校友
会組織が作られ､ ｢総務部・文芸部・競技部・庭球部・剣道部・園芸部｣ と６つの部でそ
れぞれ職員のほか生徒委員２名を選出し活動していた｡ 大正15年５月､ 文芸部は弁論図書
部と雑誌部に分かれ､ 昭和２年に弁論図書部は弁論部・図書部となり､ 昭和16年６月には
学芸部図書班となった(７)｡
長狭高等学校では図書委員会も発足したが､ 伝統的な校友会組織のひとつであった ｢図
書クラブ｣ で学校図書館の運営をしていた｡ 今井靖親によると図書クラブは今でいう部活
動のようなものであるといい､ 同校の創立50周年記念誌に次のような説明をしている(８)｡
図書クラブとは学校図書館の仕事に参加する人たちの集まりである｡ 学校の図書館
は先生と生徒が協力して経営して行くのが望ましいし､ また生徒がそういう仕事をす
ることが一つの教育活動であるという考えからこうした組織が作られたのである｡ 他
校では図書委員会とよんでいる所が多いが､ 本校では以前からクラブになっている｡
終戦後､ 学校図書館が発足し､ 生徒会が出来た時からずっと続いて居り､ かなり長い
歴史を持っている｡ あの頃は今のように司書が居なかったので､ 図書館の仕事は生徒
の手で行われていた｡ 図書の購入､ 受入､ 装備､ 分類､ 目録の作成など一切の整理事
務をやり､ 交替で図書室に出て貸出しや返却の仕事をするなど､ 大変なことであった｡
……近隣の小学校で破損した本の修理をするため､ 夏休みになると手分けをして出か
けた｡ ……鴨川に県立図書館が出来てからはやはり夏休みに毎年のようにお手伝いに
出かけた｡
｢学校図書館基準｣ の作成委員であった椎野正之は ｢全国的に旧制中学から新制高校
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になった学校は校友会図書部というものがあってそこに一人の熱心な教師がいれば､ 図書
館活動は活発になった｣ と記している(９)｡ 当時､ 全国的に図書館活動に取り組んだ学校は
幾つも存在しており､ 長狭高等学校においても同様に熱心な教師が存在していた｡
２.２.２ 図書クラブを支えた教師たち
長狭高等学校の図書館活動が本格的に始まったのは旧制中学時代の1946 (昭和21) 年秋
ごろからであり､ 積極的に図書館活動に取り組んだ二人の教師がいた｡ 国語科教諭の畠山
一郎と社会科教諭水野安芸男である｡ 畠山一郎は旧制長狭中学校の卒業生 (８回生) であ
る｡ 昭和21年９月より松井重男の招きで母校に勤務することになり､ 弁論部の顧問と図書
部の副部長を任せられた｡ 戦時中は軍事教官室になっていた部屋を閲覧室に当てられ､ 畠
山は図書部の生徒とともに活動を始めた｡ 畠山が旧制中学の生徒だったころには蔵書がわ
ずかにあったが､ その蔵書は戦災には遭わなかったはずであるのに一冊も見つけることが
できなかった｡ そこで､ 畠山は職員室に所蔵されていた書物を教頭の許可を得て､ 図書館
に移管するという作業から始めた｡ また､ 生徒一人ひとりに寄贈も呼びかけたが集まった
書物は図書館に置くにはふさわしくないものばかりで､ 購入費も徴収できなかったため､
活動当初の蔵書は非常に少なかった｡ 畠山は弁論部の生徒とともに卒業生にも働きかけ､
夏休みに隣接町村で有料の移動映写会を開き､ その収入を図書購入費にあてた｡ この頃の
ことを今井は以下のように記している(10)｡
(図書館活動が始まっての) 最初の仕事は､ 戦争中ずっと放置されていた､ ほこり
だらけの図書室を清掃し､ 図書のちりを払って整理しなおすことであった｡ 冬休みの
寒い日々､ 火の気のない部屋で､ わずか数人の部員はほこりだらけになって働いた｡ ……
図書部員の手で学校図書館第１号が手刷りで発行され､ 県下の学校､ 図書館､ 新聞社
等に送られたのも､ このころである｡ その後の図書館のあゆみを眺めていると､ 読書
会､ 講演会､ 見学､ 部報発行など､ 地味ながら､ 常に校内における文化活動の主要な
推進役となっている｡
一方､ 水野安芸男は東京大学哲学科を卒業し､ 1944 (昭和19) 年７月３日に着任した｡
図書館担当になったのは1947 (昭和22) 年春からである｡ 初代校長の松井重男は水野安芸
男について次のように記している(11)｡
学校図書館の運営については水野安芸男先生が見識を持ち熱心であった｡ いちはや
くＮＤＣ分類法 [注：日本十進分類法] や自由開架制に切りかえ､ 収書にも骨を折っ
た｡
当時教育委員会から視察に来た林田武雄 (のちの４代目校長) は以下のように記してい
る(12)｡
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粗末な建物の中で図書室は立派でよく整っていた｡ さすがにわが国学校図書館発祥
の地たる鴨川における図書室である｡ 水野教諭等の努力で､ 運営もすぐれ､ 当時とし
ては珍しく件名目録等作成しつつあった｡ 学校図書館の重要性を県下に説いていた私
としては頗る意を強うした｡ 後に私が県､ 学､ 図､ 研､ の会長､ 全国の学､ 図､ 協､
の副会長となって居った際も､ 水野先生には副会長或は理事として協力頂いたが､ こ
の時の縁によるものと思う｡
このように､ 生徒が自主的に活動していた図書クラブに熱心な教師が関わり､ 長狭高等
学校の図書館は徐々に充実した運営がされるようになっていった｡ 畠山一郎は活動のため
の場所・資料・予算の確保に奔走し､ 図書館活動の体制を整えていった｡ それを引き継ぎ
水野安芸男は日本十進分類法や自由開架制を取り入れるなど本格的な図書館活動に取り組
んでいた｡ また､ 水野は公共図書館並みの活動だけではなく､ 学校図書館としての活動に
力を入れるようになり､ その後､ 千葉県だけでなく全国的にも注目されるような学校図書
館の指導者となっていった｡
２.２.３ 図書クラブの活動
新制高等学校になってからの図書クラブの様子について今井は以下のように記してい
る(13)｡
文化部､ 運動部の各クラブは､ 新入生歓迎とばかり､ 部員獲得に猛烈なハッスル｡
しかし､ 真のねらいは女子部員獲得にあり､ 男子は二の次の感になきにしもあらずだっ
た｡ このとき､ 私は図書部に属していたわけだが､ ３年のＫさんにお願いしたら､ 勇
敢にも単身女子のいる１年Ａ組のホームルームにのり込み､ クラブの宣伝と部員の勧
誘をやってくださった｡ 効果は100パーセント､ その場でなんと11名の入部希望者を
獲得したのである｡ われわれ図書部員は大いに凱歌をあげ､ ほかの部をさんざくやし
がらせた｡
また､ 今井らの熱心な勧誘によって入部した女子生徒の一人は (昭和26年度卒四回生)
は当時の図書クラブの様子を以下のように記している(14)｡
一年生中頃に入部した図書クラブ､ 私の高校生活の大半を占めたクラブでした｡ 水野
先生をはじめ良き先輩の指導のもとに放課後の図書の貸出し､ 新刊図書の紹介､ 本の
分類､ 装丁､ 読書会､ 年２回位だったと思いますが ｢書窓｣ の発行 [をしました] ……｡
また､ 同クラブに所属していた生徒について､ 顧問であった畠山は以下のように記して
いる(15)｡
図書クラブ員の片岡巌氏は兄弟で学校内に疎開｡ 図書館報をかねて､ 学校新聞を発
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行した｡ この兄弟が図書館の司書の手伝いをよくしていたので図書館の整理が行き届
き､ 利用者に感謝された｡
この記述は公共図書館の司書に実務の手ほどきを受けていた生徒が図書クラブにいた､
ということである｡ 当時の長狭高等学校図書クラブの様子について同校の創立50周年記念
誌には以下のような説明がある(16)｡
奉仕を主とするクラブであるのに入部希望者は相当多くクラブ員はいつも２､ 30人
はいた｡ ……クラブ員の顔ぶれは流石に優秀で､ 特に学究的な人が多かったように思
う｡ 初代の主事の片岡巌君は今では理学博士で原子力船研究の権威であるという｡ 今
井靖親君は教育心理学の専門家で奈良女子大の先生[ママ]であり､ 三浦茂一君は県の教
育センターで千葉県教育史の編纂をやっている｡ まさに ｢学者は図書クラブより｣
である｡
この記述から､ 長狭高等学校の図書クラブには指導者だけではなく､ 生徒のほうも大変
熱心なメンバーが揃っており､ 公共図書館並みの活動をしていたことをうかがい知ること
ができる｡
３ 『学校図書館の手引』 伝達講習会
３.１ 概要
長狭高等学校で開催された 『学校図書館の手引』 伝達講習会とは､ 正式名称は ｢東日本
学校図書館講習協議会｣ (以下､ 伝達講習会という) である｡ その内容は目録・分類の講
習会であり､ その目的は①学校図書館の発展に注意をむけている職員に現職者訓練を提供
すること｡ ②学校図書館に関するお互いの問題を討議すること｡ ③最近出版された 『学校
図書館の手引』 の内容を通して説明し､ その応用を討議すること(17)というものであった｡
千葉県高等学校図書館部会機関誌 『高校図書館』 創刊号には次のような記述がある(18)｡
戦後の学校教育において図書館の重要性が叫ばれ､ 東日本における学校図書館の先
覚者達が本県の鴨川町に集まり､ 吉田屋旅館に宿泊し､ 長狭高等学校の図書館を中心
に研究討議が昭和24年２月15・16・17日に渡って行われた｡
また､ 当時､ ２年生だった今井は以下のように記している(19)｡
昭和24年２月に本校で開催された ｢東日本学校図書館講習協議会｣ も忘れえないも
のの一つである｡ なにしろ､ 東日本23都県から350名もの代表が集まる大きな会議で
あった｡ 文部省や県のお歴々をはじめ､ 戦勝国アメリカの軍政部からも担当者が来ら
れた｡
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今井が ｢350名もの代表が集まる大きな会議であった｣ と書いているように､ ＣＩＥ教
育課のウィークリーレポートにも ｢当初､ 千葉には115名集まるはずであったが 307名が
集まった｣ と記録されている(20)｡ このように､ 千葉県最南端にある県立高等学校を会場に
して東日本の学校図書館関係者が集まり､ 伝達講習会が開催された｡
３.２ 図書クラブの活躍
この伝達講習会での図書クラブの活躍について長狭高等学校創立50周年記念誌の図書ク
ラブ紹介の項目には以下のような記述が見られる(21)｡
昭和24年２月東日本学校図書館研究大会[ママ]という盛大な会合が開かれた時のクラ
ブ員の活躍は目ざましいものであった｡ 大勢のお客様を迎えるのに本校の蔵書はあま
りにも貧弱だというので､ 臨時の図書費５万円を支出してもらい､ クラブ員が購入の
ために上京することになった｡ １万円札は勿論千円札もない時代のことである｡ 全部
百円札だから５人で分けても相当な分量になる｡ それを堅く内ポケットに納め､ すり
の心配などしながら神田の本屋街を歩き回ったのもなつかしい思い出である｡
また､ 当時､ ２年生だった今井は同記念誌で以下のように記している(22)｡
その会議にそなえて､ われわれは３週間前から準備にとりかかったのである｡ その
ころ､ 図書館は約1,200冊､ 必ずしも多い数ではない｡ しかし､ これを全部新しく分
類しなおし､ ラベルをはりかえ目録カードをつくるということは､ 想像以上にたいへ
んな仕事であった｡ 水野先生は､ みずから部員を引率され､ 東京まで図書の買出しに
も行かれた｡ リュックいっぱいに運ばれた新刊書が226冊､ 予算にして約５万円｡ こ
れは会場校への特別のプレゼントであった｡ 冷い手に息をはきかけながらの図書整理
が連日続いた｡ 大きな声ではいえないが､ 図書部員は授業出席も特別免除され､ 時に
は朝８時半から夕方５時半まで､ 昼食抜きで作業に没頭したこともあった｡ 会議を記
念して初の部報を発行するため､ 館山まで注文や校正に出かけるのも部員の仕事だっ
た｡ しかし､ 最後には部外者の応援もあって､ ようやく準備を終わり､ 会議の開催に
間に合わせることができたのである｡
これらの記述から､ 長狭高等学校の図書クラブのメンバーは単なるクラブ活動といった
領域を越えて､ 本業の図書館員並みの活躍をしていたことがわかる｡
３.３ 長狭高等学校が会場に選ばれた本当の理由
冒頭で述べたように､ この伝達講習会は全国を二つに分け､ 西日本の会場には天理図書
館が選ばれている｡ 東日本の会場として長狭高等学校はどのような理由で選ばれたのだろ
うか｡ 当時､ ２年生だった今井は以下のように記している(23)｡
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当時､ 最新のＮＤＣ (日本十進分類法) を千葉県下で完全に実施していたのが､ 本
校と野田の図書館だけであり､ このことが理由の一つになったと聞いている｡
ＮＤＣは当時日本の標準分類法ではなかったため､ 千葉県においては県立図書館でもＮ
ＤＣを採用していなかった｡ では､ 長狭高等学校が会場になったのはなぜだろうか｡ 野田
の図書館というのは野田市にある野田醤油株式会社 (現 キッコーマン) がつくった私立
図書館であり､ 興風会図書館という｡ 現在の野田市立興風図書館である｡ 興風会図書館で
はかつて天理図書館に勤務をしていた仙田正雄を主任として招聘した時期もあり､ ＮＤＣ
による図書の管理は十分になされていたことが推測できる｡ 天理図書館はＮＤＣ第２版か
ら採用していたので西日本の会場に天理図書館が選ばれたのであれば､ 東日本は興風会図
書館を会場にしたほうが双璧として釣り合っているといえるだろう｡ 長狭高等学校が会場
に選ばれた理由として水野安芸男は 『高校図書館』 第10号に以下のように記している(24)｡
昭和23年度
千葉県でその窓口 [注 学校図書館発展の窓口] になったのは指導課ではなくて､
県立中央図書館であった｡ 時の二十日出[ママ]館長がその先頭に立たれたからであろう｡
……年度末近くなってから千葉県の学校図書館は大変な大仕事を引き受けることになっ
た｡ 東日本学校図書館研究協議会[ママ]が２月15日から３日間､ 鴨川町の長狭高校で開
かれることになったからである｡ 会場が鴨川になったのは宿泊施設が整っていたから
で､ 会場校の図書館が充実していたからではない｡ ……会場には軍政部や民間情報教
育局 (ＣＩＥ) から､ ブラウン､ バーネット､ ハークネスなどの係官が臨席した｡ ……
バーネット氏は本校の分類や目録がよく出来ているとほめてくれたが､ これは数日前
に中央図書館の人にやってもらったのだから当然のことである｡ ……成蹊学園の滑川
氏による図書館教育にデモンストレーションは長狭高の生徒を使って行なわれた｡ ……
協議題として､ 学校図書館協議会結成の件､ 文部省への要望 (専任司書の任用､ 現職
教員の講習､ 経費の全額国庫負担など) が決議された｡ ……この研究会は戦後の学校
図書館運動の出発点であったとして､ 今でも高い評価を受けている｡
この記述から鴨川には宿泊施設が整っていたということがわかる｡ また､ 長狭高等学校
では日本十進分類法を完全には採用していたわけではなく､ バーネットがほめた分類や目
録はこの講習会に備え､ プロの図書館員が整えていったということもこの記述からうかが
い知ることができる｡ しかし､ 最終的には県立図書館員の協力を得て講習会までに目録を
完成されたとはいえ､ それまでは高校生がクラブ活動で本業の図書館員並みに図書館活動
をしていたことが評価され､ 会場校に選ばれる理由の一つとされた｡ 水野は長狭高等学校
創立50周年記念誌の中では以下のように触れている(25)｡
これを機に日本十進分類法を本格的に採用することになり､ 県立中央図書館から土
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屋主事が泊りがけで来校し､ 指導をした｡ このため千葉県内の高校で最も早く日本十
進法による配架を行うことができた｡ この協議会はその後全国各地で開催されている
学校図書館研究会の最初のものであるという点でも高く評価されている｡ ただ､ 当時
は県教育委員会で学校図書館の指導を担当していたのが指導課ではなく､ 県立図書館
であったため､ 学校当局との間に意志の疎通を欠き､ 困ったことも事実である｡
当時の生徒だった今井の証言によると､ 水野は図書クラブの運営の指導と学校図書館活
用の授業実践に大変熱心でありながらも謙虚な性格の教師であった(26)｡ 今井の証言と水野
が記したものなどを合わせて考えてみると､ 長狭高等学校が会場に選ばれた理由は､ ①日
ごろから水野による指導が行き届いており､ 生徒に図書館利用教育の実演ができる状態に
あったこと ②宿泊施設が整っていること ③完全ではなかったが日本十進分類法を採用
していること そして何よりも④当時の県立図書館長である廿日出逸暁の強い推薦 など
をあげることができる｡ 交通事情については､ 芦谷清は ｢当時は修学旅行にも増便が可能
であった｣ と証言している(27)｡ また､ 当時､ 県立図書館の館長だった廿日出逸暁について
は､ 『高校図書館』 25号や 『千葉県図書館史』､ 廿日出の著作から､ バイタリティにあふれ､
個性が強く､ 千葉県だけでなく､ 全国区で図書館界のリーダー的存在であるという印象が
読み取れる(28)｡ また､ 芦谷は ｢廿日出さんは二等車のフリーパスを持っていたので国内は
自由に国鉄で行き来できた｣ とも証言している(29)｡
このことから当時の千葉県立図書館長の廿日出が独断で伝達講習会の会場として長狭高
等学校を指名したと推測ができる｡ 長狭高等学校の図書館活動は完璧なものではなく､ 廿
日出の政治力によって会場に選ばれたという理由のほうが大きいが､ この伝達講習会を機
に図書クラブの活動は活発になる｡ 水野自身も ｢長狭高校の図書館活動が活発になったの
は昭和24年であり､ この年の２月に東日本学校図書館研究[ママ]協議会が鴨川で開催される
ことになり､ 長狭高校は会場に選ばれたからである｣ と記している(30)｡
４ 生徒の活動から職業としての ｢学校司書｣ への昇格
４.１ 長狭高等学校における司書の誕生
水野は創立50周年記念誌の中で ｢図書館の歩み｣ と題し､ 以下のように記している(31)｡
昭和25年には学校の制度がいろいろ変わり､ 図書館は校務分掌のひとつである図書
部の所管となった｡ 生徒会の手から離れて学校の重要な一機関となったのである｡
この年､ 今井は高等学校を卒業し､ ｢助手｣ という辞令を受けて司書職に就いた｡ そし
て当時のことを以下のように証言している(32)｡
高校３年生になっても図書館の仕事が面白くて夢中になり､ 大学に現役合格ができ
なかったのですよ｡ そこで卒業後は受験勉強をしながら ｢助手｣ という辞令をもらっ
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て長狭高校の ｢司書｣ として勤務することになったのです｡ 私が長狭高校で最初の司
書だったのです｡ なぜ司書としてまかせられたかというと､ たぶん図書館のことをと
てもわかっていたからだと思うのですよ｡
今井によると ｢助手｣ という職名で給料を得て ｢司書｣ として勤務し､ それは短期間で
の採用であった｡ 長狭高等学校で図書部が校務分掌になったのは1950 (昭和25) 年であり､
今井氏は最初の ｢司書｣ として勤務した｡ また､ 長狭高等学校創立50周年記念誌の旧職員
欄には1931 (昭和26) 年から ｢司書｣ が載るようになった(33)｡
今井の証言と創立記念誌に記されている､ 長狭高等学校の ｢学校司書｣ の勤務状況につ
いては次のとおりである｡
初代 今井靖親 昭和25年３月卒業
２期生高校卒業後 (昭和25年４月～12月) ９カ月間勤務
２代目 Ｋ・Ｓ 昭和26年３月卒業
３期生 高校卒業後 (昭和26年４月～昭和27年２月退任)
３代目 Ｋ・Ｃ (女性) 昭和27年３月卒業
４期生 高校卒業後 (昭和29年４月～昭31年３月 退任 (結婚)
４代目 Ｉ・Ｎ (女性) 昭和31年３月卒業
８期生 高校卒業後 (昭和31年４月～昭和37年４月 退任
５代目 Ｋ・Ｒ (女性) 昭和37年３月卒業
14期生 高校卒業後 (昭和37年４月～昭和40年３月 退任
６代目 Ｓ・Ｍ (女性) 昭和40年３月卒業
17期生 高校卒業後 (昭和40年４月～ (昭和46年度) ～山武農業へ異動
ここであげられた６人は ｢助手｣ という職名で図書館専任 ｢司書｣ として勤務しており､
勤務期間は非常に短い｡ しかし､ ６代目司書のＳ・Ｍは短期間で退職はせず､ 山武農業高
等学校に異動した後も ｢司書｣ として勤務していた｡ 1968 (昭和43) 年度の県立高等学校
職員配当要領を見ると､ ｢事務助手｣ と ｢実習助手｣ は項目が別になり､ ｢事務助手｣ は各
校各１人､ ｢実習助手｣ は ｢24学級以下１名 25学級以上２名｣ の配当となっているので
Ｓ・Ｍは途中で職名が実習助手に替わったと思われる｡
図書館部会発足時から長く高等学校図書館界の中心で活動を続けていた､ 佐藤文四郎
(県立東金高等学校社会科教諭) は私的記録をまとめた著書 『千葉県高等学校図書館運動
略史』 で以下のように記している(34)｡
当時の大半の学校 (独立校で中心校＝分校や分離校を除く) で管理要員として図書
館に事務助手 (１名) を置くことが普及し (専任では60％位だったが) 何らかの形で
学図事務にかかわる人がいるのは実業高校を除けば90％に達するまでになった｡
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長狭高等学校で図書館業務が校務分掌に昇格したその頃､ 他の高等学校ではどうなって
いたのであろうか｡ 手がかりとして各校の創立記念誌を見てみると､ 県立安房高等学校で
は創立80周年記念誌の旧職員欄には昭和25年から｢助手｣が､ 昭和33年度から ｢司書｣ が記
載されている(35)｡ 安房南高等学校の創立記念誌は２冊の記念誌が刊行されているが一冊に
は ｢昭和23年８月10日～昭和34年３月31日｣ に勤務した実習助手に ｢司書｣､ もう一冊に
は､ ｢昭和26年４月１日｣ ｢図書｣ と記載されている(36)｡ 県立船橋高等学校の創立50周年記
念誌(37)には ｢昭和24～27年｣ ｢司書｣ として勤務した職員の記録がある｡ 県立木更津高等
学校の創立百年史には ｢昭和33年～38年 図書館副手｣ として勤務した職員の記録があ
る(38)｡ 長狭高等学校で1950 (昭和25) 年には校務分掌として図書館の業務を昇格させ､ 専
任の職員をおいたことは､ 他校の創立記念誌の職員欄にも見られるように当時の高等学校
図書館には実務を担当する専任の職員の必要性が高まっていたとみてよいだろう(39)｡
５ 千葉県全域への長狭高等学校の影響
５.１ 県立図書館の指導下からの独立
高等学校図書館部会の初代事務局長でのちに第５代部会長となった久保田一麿は回顧録
として ｢部会発足の思い出｣ と題し､ 以下のように記している(40)｡
……新学制により６・３・３制となり､ 新制高校も昭和23年に発足した｡ これらが
学校図書館の誕生する背景となっている｡ 昭和20年の敗戦から約12年間の県内の公共
図書館や学校図書館の全県的な連絡組織は､ 公共図書館を中心とする図書館事業振興
会しかなかった｡ これは根本的には公共図書館の振興を目的としたものであった｡ ……
当時､ 高校の総数は県立49校､ 私立13校であったが､ その中でも熱心な十数校がこれ
に加盟していたように記憶している｡
また､ 佐藤文四郎も部会誌 『高校図書館』 で以下のように記している(41)｡
千葉県でも昭和24､ 5年頃にはいくつかの学校で学図づくりと地域運動が行なわれ
ていたが､ その中心となったのが学校ではなく県立中央図書館 (廿日出逸暁館長) の
普及団体である ｢図書館事業振興会｣ というところだったので学校だけの団体をつく
ることが他県より遅れることになった｡
久保田と佐藤が記しているように､ 千葉県では公共図書館の指導の下で全県的な組織が
あり､ 高等学校図書館だけの組織づくりはなかなか進めることができなかった｡ この ｢千
葉県図書館事業振興会｣ は戦前より存在していたが戦争により一時中断をしていた｡ それ
が長狭高校を会場にして開催された伝達講習会を機に復活し､ 学校図書館も一部加入した｡
長狭高等学校以外の高等学校でも図書館の運営は生徒主体の活動から校務分掌に昇格して
いた学校が増えたため､ 県教育委員会も学校図書館の振興のため援助を惜しまず､ ｢図書
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館運営講習会｣ を1954 (昭和29) 年より毎年開催した｡ この ｢運営講習会｣ がきっかけと
なり､ ｢学校図書館法の施行にともない､ 学校図書館は一本化させて研究組織をつくり､
全国学校図書館協議会 (全国ＳＬＡ) にも加盟することが､ 県下の学校図書館のためには
ぜひとも必要である｣ と協議され､ 1955 (昭和30) 年10月11日に千葉県学校図書館協議会
(以下､ 県ＳＬＡという) が誕生した｡ この組織は参加団体15､ 参加644校からなり､ 小・
中学校が主体であった(42)｡ この県ＳＬＡ発足当時､ 県立図書館および廿日出への気兼ねも
あって､ 高等学校からは県立千葉高等学校 (単独) と東総地区の高等学校しか加盟せず､
翌年1956 (昭和31) 年に安房地区の高等学校が加盟した｡ そして1957 (昭和32) 年､ 高等
学校図書館部会が発足した｡
５.２ 生徒図書委員の活動に対する評価
長狭高等学校の図書館運営が生徒の自主的な活動から始まったものであり､ 職業として
認められるほどの評価を得ていたため､ ｢千葉県図書館事業振興会｣ は学校図書館を直接
運営する教師に指導助言するだけではなく､ 児童生徒の図書委員会の育成にも尽力した(43)｡
千葉県全体の生徒図書委員の活動について､ 佐藤文四郎は 『略史』 の中で以下のように記
している(44)｡
千葉県の学図運動は生徒の図書委員達によって起されたと言っては過言になるかも
知れないが､ 少なくとも新教育制度の下での学図活動の主体は生徒図書委員たちであっ
た｡ ……他の生徒会の活動と同様にまったく自分たちのものとして図書館を考え動か
した一時期がある｡
久保田一麿も以下のように記している(45)｡
生徒を一人前として考え､ 講習を行なった｡ 生徒の中には製本の技術など教師以上
の者もいた｡ 学校図書館も当時は校務分掌上の組織ではなく､ 生徒会活動の一つの機
構であった｡ ……当時の各高校の委員会活動は活発で､ 読書指導や利用指導がいつの
間にか文学の論争となり､ 放課後から夜半まで話し合いが続くこともあって､ 若手教
師にとっては苦しかったが､ 反面楽しい時代でもあった｡
しかしながら､ 学校図書館本来のあり方を理解し実践している教師ばかりではなかった｡
佐藤は､ 千葉県の高等学校図書館の様子を次のように記している(46)｡
当時の占領軍の懸命のＰＲにもかかわらずほとんどの現場では要するに大学など
｢付属図書館｣ と同質のイメージしか持てなかった｡ 旧制の中学校や女学校から発展
した高校のうち戦災などに会わずに割合熱心な理解者 (中心となる教員) を持ったと
ころでは一応図書館として出発出来たところところが見られたが､ 本来の学図らしい
学図の活動になったのは一般にはそれよりずっと後のことである｡
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戦後､ 学校図書館は占領軍がアピールしていたような民主的な図書館をつくる学校はま
だ少なかった｡ それは､ 学校図書館がもつ本来の役割を教職員が理解しきれないというこ
と､ 教科に直接関連させて運営しようとする教員が少なかったということ､ 財源が生徒か
ら集めた図書費で賄われているため､ 活動の主体は生徒であったということからきていた｡
そして佐藤は 『略史』 で以下のようにも記している(47)｡
全県下を統合する生徒図書委員の活動が始まり､ 図書館活動は黄金時代を迎えたか
に見えたが､ 教育反動化のはじまりと共にあっけなくしぼんでしまった｡ そこには生
徒達自身の軽率な行動も反映していたが､ 何よりも学図そのものへの理解と実践に当
事者 (教師・図書館助手・生徒委員) すべてが無知・無理解であったと言って間違い
ではないと思う｡ 活動の内容は今日の生徒諸君のように ｢お客様｣ 気分はなく､ 前述
したように運営の主体であったから､ 図書の購入 (選定)､ 受入れ整理､ 貸出運用､
保管保存､ 広報宣伝､ 読書会､ ほとんどすべての業務に参加していた｡ しかし何と言っ
ても生徒の立場であったから不可能な部分がだんだんに拡がり､ 助手さんの方にウエ
イトが移動するようになった｡
長狭高等学校で高く評価された､ 生徒による図書館運営は千葉県全域の高等学校でも奨
励され推進されていたが､ 学校図書館の本質を理解して運営をする教師や生徒､ あるいは
図書館実務者が増えなかったため､ 生徒主体での活動はやがて停滞するようになる｡ また､
生徒のクラブ活動ではできない部分が増え､ 図書館の実務は生徒の活動から職務として移
行された｡ しかし､ 図書館運営が生徒の自主的な活動から一つの職業にはなったものの､
県の方針として県立図書館主導で学校図書館担当職員の研修会とともにひきつづき図書委
員の研修会も設けていた｡ そして1951 (昭和26) 年５月13日､ 千葉県学校図書委員連絡協
議会が結成された｡ 当時の生徒による図書館活動はその後も高く評価され､ 現在もその名
残として千葉県では各地区で夏休みには図書委員の研修会を行っており､ 千葉県北東部で
は図書委員連合会が ｢東総地区高等学校図書委員連絡協議会 (略称：東図連)｣ という名
称で今も活動を続けている(48)｡
５.３ 学校図書館活動への期待
５.３.１ 千葉県高等学校図書館界を支えた人々
千葉県全域で高等学校図書館の活動が活発になり､ その後の長狭高等学校の教師や卒業
生で千葉県の高等学校図書館界の核となる人物が以下に記すように続々と現れた｡ 長狭高
等学校初代校長の松井重男は廿日出の後任として1957 (昭和32) 年､ 県立図書館長に就任
した｡ この年､ 高等学校図書館部会が発足し､ 長狭高等学校４代目校長の林田武雄は初代
部会長に就任した｡ そして1968 (昭和43) 年６月までの11年間､ 東金高等学校・佐倉高等
学校校長として定年を迎えるまでの間､ 部会長として千葉県の高等学校図書館界の活性化
に尽力した｡ 長狭高等学校図書クラブ部長の水野安芸男も1965 (昭和40) 年６月から1972
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(昭和47) 年６月まで部会副会長として部会長を支え続けた｡ また旧制長狭中学校卒業生
の相川勝衛(49)は市立千葉高等学校校長在職中に３代目部会長として学校図書館には専門職
が必要と考えて職員制度 (行政職学校司書の制度化) に力を入れていた(50)｡ 1955 (昭和30)
年に公共図書館から独立し､ 小中高等学校合同の研究団体をつくったが､ 1954 (昭和34)
年に高校だけの部会となった｡ ２代目部会長の芦野孝一は林田会長の勤務していた佐倉高
等学校で後任の校長として着任したため､ 部会長職を引き継いだ｡ 芦野は学校図書館に関
する見識は持ち合わせていなかったが､ 会員の要望を聞き､ 1968 (昭和43) 年12月､ ｢学
校司書｣ の設置懇請のため､ 自ら千葉県教育委員会に公式に赴いた｡ 芦野会長の定年退職
に伴って会長を引き受けたのは市立千葉高等学校校長の相川勝衛である｡ 相川はまず､ 学
校図書館が抱える問題の確認から始め､ 近県をくまなく歩き､ 千葉県との相違・類似点を
比較してその原因を究明し､ 更に全国ＳＬＡで把握している他県の状況を調べ､ 中立的な
論評を多方面から吸収し､ 活動をした｡ 相川は在職中､ 特に､ ①図書費の公費化 ②専任
の ｢学校司書｣ の配置という２点に力を入れた｡ このように長狭高等学校関係者を中心に､
県全体で高等学校図書館を支えていこうという動きに発展していった｡
５.３.２ 専任の ｢学校司書｣ 配置運動のゆくえ
相川会長を中心に専任の ｢学校司書｣ の配置の話は進められたものの､ 当の ｢学校司書｣
の賛同を得ることはできなかった｡ ｢学校司書｣ 配置については事務職員として配置を進
める相川に対し､ 当時の ｢学校司書｣ 等は教育職員としての立場を希望した｡ このことに
ついて､ 佐藤は次のように記している(51)｡
教育職化を固執するあまり切角[ママ]の機会を逃した本県の学司運動の結末が近隣都
県に比して著しく後進性を余儀なくされている原因がここから出発していることは認
識すべきであろう｡
高等学校図書館部会の諸制度の改善のために情熱をかけた相川は在職中のまま部会長を
退任し､ 専任 ｢学校司書｣ 配置の実現には至らなかった｡ その後､ 新設校ラッシュの時代
となり､ 学校数は増え､ 図書館担当者は必要となるが､ 専任 ｢学校司書｣ の配置はされな
いまま校長裁量と不足分は実習助手が ｢学校司書｣ 職として配置されるようになった｡
長狭高等学校で図書館活動に関わってきた人々や卒業生が県の高等学校図書館界で中心
となって専任の ｢学校司書｣ を配置しようと努力したのは長狭高等学校での学校図書館活
動が本来あるべき図書館の実践ができていたからであり､ その要である図書館担当者を職
業として位置づけるにはふさわしいということを長狭高等学校関係者は知っていたからで
ある｡ 長狭高等学校最初の ｢学校司書｣ であった今井靖親が校長裁量であったのも図書館
の機能を知りつくし実務もできたからこそ業務を担当するのにふさわしいと判断され任命
されていた｡ 長狭高等学校では個人の能力が最大限生かされて図書館活動がされており､
旧制長狭中学校卒業生の相川は千葉県全体の高等学校図書館に専任の ｢学校司書｣ を配置
すべく真剣に取り組んでいたが､ 当の ｢学校司書｣ に専任化を阻まれたといえるだろう｡
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６ 結論
長狭高等学校において学校図書館黎明期にはすでに生徒の自主的な図書館運営がなされ
ており､ その活動内容は非常にレベルの高いものであった｡ 活動の中心にいた図書クラブ
員たちは図書館の実務と機能を十分理解していたため､ その活動はやがて校務分掌に格上
げされた｡ その結果､ 図書館専任の職員が必要という認識が高まり､ 図書クラブ員が卒業
後､ 進学先が決まるまでの期限付きで ｢助手｣ という職名での図書館専任職員となった｡
卒業生で優秀な人材がすぐに戦力となり､ 短期間であってもすぐに後任に引き継ぐことも
可能であった｡ だからこそ､ 校長裁量による ｢学校司書｣ 採用制度だったのである｡ しか
しながら長狭高等学校でこのように図書館専任職員を置くことにした歴史的経緯や､ どの
ような人材を図書館専任職員に置いていたのか､ ということまでは他校には知られていな
かった｡ そのため､ ｢高卒でよし｣ ｢無資格でよし｣ ｢臨時職でよし｣ ｢校長裁量でよし｣
｢助手でよし｣ という部分ばかりが採用基準が残ることになった｡ 職業人としてすぐに戦
力となる優秀な人材が揃っていた長狭高等学校の図書クラブ員と活動内容の質の高さは当
時同クラブが発行していた図書館報等からもうかがい知ることができる｡ 同校最初の ｢学
校司書｣ である今井靖親は現在､ 奈良教育大学の教育心理学分野で名誉教授となっており､
図書クラブのほかのメンバーも多く研究職に就いている｡
学校図書館は戦後の学制改革で児童・生徒自身が課題をもって取り組むために全国すべ
ての小中学校高等学校に必置された｡ そして今日の新しい学習指導要領では戦後の学制改
革が目指した課題解決学習を見直し探究型学習として積極的に取り入れている｡
長狭高等学校では公共図書館並みに資料の組織化をし､ 指導熱心な教師と生徒の自主的
な活動によって主体的な学びを支える学校図書館づくりを実現し､ 生徒の活動から ｢学校
司書｣ という一つの職業として昇格していた｡ この事実は今日の問題として生徒の主体的
な学びを支え生涯学習へとつなぐ学校図書館には制度上 ｢学校司書｣ が必要であることを
示している｡
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【付記】本論文は､ 2009年12月に提出した千葉大学大学院人文社会科学研究科博士前期課
程修士学位論文の一部である｡
(ことうだ・けいこ 植草学園大学図書館)
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